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研究成果の概要（和文）： 

 機能解剖学的および機能生理学的手法を用いて、ヒトにおいても幾つかの舌の反射性運動が

存在することを発見した。更に、その発現形態と機序の詳細について明らかにした。これら成

果により、脳血管障害や頭部外傷、神経筋疾患、頭頸部癌治療後などに発生した舌運動障害に

起因した構音障害、嚥下障害例に対する舌の反射性運動を利用した、より有効な新しい舌運動

障害に対する機能訓練の開発が行える可能性を臨床例も含めて証明した。 

 

 

 

研究成果の概要（英文）： 

 In this study, I examined how the reflux movements of the tongue could be seen for the 

human beings, and investigated those mechanism by functional-anatomical and 

physiological approaches. From those findings, the clinical use of the reflux movement of 

the human tongue as the neuro-physiological treatment approaches for dysarthria or 

dysphagia patients was assessed. 
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１． 研究開始当初の背景 

(1) 脳血管障害や頭部外傷、神経変性疾
患、更に舌癌治療後に発症した舌運
動障害に起因する構音障害、嚥下障
害に対する治療法は、これら原疾患
に対する治療技術の進歩にも関わら
ず、過去に有効な方法が得られてい
ないのが現状であった。 

(2) 一方、近年、反射性運動により障害
された器官の運動の促通性を高め、
運動を回復させようと言う神経生理
学的手法が注目されている。 

(3) 舌の反射性運動制御については、ネ
コやサル等においては知られていた
が、今まで、ヒトについては明らか
にされていなかった。 

 

２． 研究の目的 

(1) ヒト舌における反射性運動制御機構
の存在とその様式を明らかにするこ
と。 

(2) ヒト舌の反射性運動を利用して、舌
の運動障害に起因する構音障害、嚥
下障害例に対するより有効な新しい
機能訓練などの治療方法を模索し、
提言する。 

 

３． 研究の方法 

(1) ヒト解剖体を用いた顕微鏡下の神経
線維解析、舌と周囲器官を含む大切
片連続標本による形態学的研究から、
舌内を複雑に走行しまた交差し合う
8 つの舌筋の形態学的特徴を明らか
にする。また、比較解剖学的手法を
用いて、ヒト舌の特有の構造を明ら
かにする。 

(2) (1)の結果を基に推定される各舌筋
についての舌運動について、正常ボ
ランティアを対象に細径有鈎白金電
極を用いた筋電図、超音波や超高速
度 MRI、X 線透視の同時記録解析に
より、各舌筋の機能とその反射性運
動制御機構について明らかにする。 

(3) 舌運動障害に基づく嚥下障害、構音
障害についての臨床例の動作解析を
行い、(1)(2)の結果に基づいた舌運動
障害例に対する機能訓練の方法を模
索する。 

 
４．研究成果 
(1) 舌の前後運動の機序と、その反射性制御

機構について明らかにした。また、この
運動は咽頭壁の運動性と相関している
ことが証明された。 

(2) 舌の後方運動を司る筋群とその神経支
配を明らかにした。 

(3) 舌尖の上下運動、舌根の上下運動が下顎
運動に伴って反射性に制御される機構
を明らかにした。 

(4) 三叉神経運動枝が上縦舌筋、下縦舌筋に
分布していることを明らかにした。 

(5) 舌運動障害に対する臨床例について、上
記(1)(3)の現象について明らかにし、そ
れらの異常を軽減させるような反射性
運動を用いた機能訓練を行ったところ、
構音障害、嚥下障害が著明改善した例を
数例経験し、報告した。 
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